
並
日
通
加
熱
淋
菌
｝
ワ
ク
チ

免
疫
阻
止
物
質
ノ
な
議

傍
研
製
勝
袋
扶
斯
菌
一
ワ
ク
チ
ン
」
チ
以
テ
ノ
特
殊
凝
集
素
産
生
ノ
阻
害

ン
」
中
－
一
合
有
セ
ラ

レ

タ

Jレ

第
四
報

京

都

帝

岡

大

察

剛

直

接

部

外

科

教

窓

〈

烏

潟

教

授

指

導

）

大

串

院

皐

生

時

串

士

一

小

田

卓

〔
内
容
紗
鍛
〕
寒
天
．山
ヨ
リ
得
タ
ル
淋
一同
7
鶏
…
飽
水
中
一
二
将
湯
セ
シ
メ
（
一
括
中
約
0
・
0
0
一
四
銘
／
前
健
）
、
数
日
間
氷
室
中
ユ
放
置
シ
9
ル
モ
／
ヨ
リ
陶
土
問
泌
過
ユ
ヨ

P
テ
生
滅

液（
N
・Y
－
）
ヲ
得
。
其
一
部
7

誠
氏
百
度
二
十
分
間
煮
沸
ジ
テ
芳
樹
液
（ド・
K
・二

O
）
ヲ
符
タ
リ
。
共
一
一

0
・
八
一
五
一
%
ノ
割
合
一
一
食
鰭
ト

0
・
五
%
ノ
割
合
－
一
石
炭
殴
ト
ヲ
加
7
0

山割問…ト

シ
テ
ハ

0
・
五
%
石
炭
酸
加

0
・
八
五
%
食
畷
水
ヲ
取
P
9
9
。

家
兎
二
頭
宛
一
群
ト
ナ
シ
第
一
貫
験
一
一
於
テ
ハ
各
群
一
一

N
・F
・、

F
－K
・二

O
、
封
照
食
堕
水
ノ

0
・三、

0
・六、

0
・
九
三
得
研
製
腸
窒
扶
新
前
「
ワ
ク
チ
ン
」

0
・
＝
一
花
宛
ヲ
加
へ
、

第
二
貧
験
＝
於
テ
ハ

N
・F
・、

F
－K
・ニ

O
、
制
割
照
食
路
水
ノ

0
・三、

0
・
5
、
0
・
七
路
＝
傍
研
製
腸
釜
扶
新
商
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
五
宛
宛
ヲ
加
へ
詮
射
セ
目
。

注
射
前
、
注
射
後
五
目
、
十
日
、
十
五
日
、
二
十
日
目
ノ
五
同
試
験
的
採
血
ヲ
ナ
シ
テ
血
中
腸
笠
扶
斯
前
一
一
封
ス
ル
凝
集
償
／
推
移
7
検
交
セ
ジ
ユ
・
次
／
如
キ
結
果
ヲ
得
タ

p
。

て
血
中
＝
産
生
セ
ラ
レ
タ
ル
抗
腸
輩
挟
斯
前
凝
集
債
ハ
二
十
分
煮
袖
仙
波
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
注
射
セ
ル
モ
ノ
＝
於
テ
最
大
。
生
油
価
液
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
ヲ
注
射
セ
ル
モ
ノ
ハ

活

＝
小
＝
シ
テ

野
照
食
腹
水
加
「
ワ
ク
チ
ン
」
7
注
射
セ
ル
モ
ノ
ト
同
等
ナ
ル
カ
叉
ハ
僅
＝
大
或
ハ
僅
－
7
小
ナ
リ
キ
。

二
、
穂
波
並
－
一
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
注
射
量
ヲ
検
々
ニ
現
化
シ
n
タ
ル
＝
一
同
様
ノ
結
果
7
得
9
9
0

以
上
ノ
貸
験
結
果
－
一
ヨ
リ
（
一
〉
抗
腸
祭
扶
斯
商
凝
集
素
ノ
産
生
セ
一
フ
ル
、
＝
際
シ
テ
モ
亦
淋
前
＝
就
キ
「
イ
ム
・
ヘ
ヂ
ン
L

吹
流
セ
ラ
レ
タ
リ
。
。
一）
淋
前
／
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ρ

種
族
問
有

性
ヲ
挟
ギ
テ
抗
腸
窓
一
挟
斯
閣
抗
鐙
ノ
産
生
セ
一
フ
ル
、
際
－
一
モ
阻
止
的
＝
作
用
セ
リ
。
（
三
）
以
上
ハ
烏
潟
教
授
／
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
準
設
エ
会
ク
A
日
致
セ
ル
貨
験
結
果
一
一
シ
テ
結
局
生
免
疫
元

ヨ
9
モ
煮
沸
免
疫
元
ガ
遁
三
優
秀
ナ
ル
モ
ノ
タ
ル
ノ
結
論
二
附
着
ス
ル
ノ
所
見
ナ
リ
。

緒

一
九
一
七
年
烏
潟
数
日
日
－
一
ヨ
リ
ニ
ア
始
メ
ア
沈
澱
反
感
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ガ
接
見
セ
－
フ
レ
ア
以
来
今
日
二
宝
Y

マ
デ
稜
々
ノ
前
種
－
一
就
キ

或
A

沈
澱
反
感
又
A

補
鱒
結
合
反
感
等
試
験
管
内
諸
反
感
－
一
於
，
y
或
A

喰
蘭
現
象
ノ
際
ェ
於
ケ
ル
如
ク
動
物
血
行
内
ニ
於
夕
、
又
A

血
中
抗
健

ノ
貫
際
産
生
セ
－
y
y
、
場
合
－
一
際
シ
ア
何
レ
モ
此
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
ガ
立
誇
セ
－
フ
レ
タ
リ
。

言

第
六
品
位

r、
原

著
』J

平

出

一
五
七

（第
抜
競

一
五
七
〉



第
六
倉

「、
原

著
L」

子

岡

一
五
八

（第
一日
放

一
五
八
）

淋
菌
ュ
於
－
プ

A
烏
潟
致
授
ノ
検
査
－
一
－
7

A
沈
澱
反
鹿
ヲ
以
－
Y

シ－
7

A

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
現
象
A
立
誇
不
可
能
ナ

y
キ
ト
報
告
セ
ラ
レ
タ

Y

－一

毛
拘
一
フ
ズ
喰
菌
現
象
ノ
上
二
於
－
プ
A

明
－
一
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
現
象
ノ
立
読
A

可
能
ナ
リ
ノ
ジ
コ
ト
既
ニ
余
等
ノ
研
究
報
告
セ

Y
ガ
如
シ
。
（
東
京

瞥
準
曾
雑
誌
第
四
十
二
審
一
一
抗
。
）
余
等
A

之
ノ
ミ
ニ
止
－
フ
ズ
侍
研
製
淋
萌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ノ
注
射
一
一
ヨ

9
－
プ
特
殊
凝
集
素
、
増
容
素
及
ピ
「
オ
プ

ソ
ニ
ン
」
ノ
産
生
セ
ラ
M
F

、
二
百

y
－
プ
淋
蘭
生
滅
液
A

免
疫
費
生
ヨ
J

問
害
シ
同
業
滅
液
A

之
ヲ
顕
著
由
一
正
常
以
上
－
一
促
進
ス
M
Y

毛
ノ
ナ
U
Y

コ
ト

ヲ
モ
立
謹
セ

y
。
是
郎
チ
兎
疫
獲
得
ノ
賞
際
結
果
ノ
上
－
一
於
ア
モ
亦
同
名
前
ノ
「
イ
ム
ペ

ヂ
ン
」
ノ
限
止
的
作
用
ガ
立
読
セ

ラ
レ
タ

Y

モ
ノ
ナ

9 
サ
ア
後
天
性
能
動
性
免
疫
獲
得
機
開
ノ
端
緒
A

注
射
セ

ラ
V

タ
一Y
兎
疫
元
ガ
先
ヅ
第
一
ニ
白
血
球
－
一
ヲ

yeプ
包
喰
セ

ラ
M

戸
、
ヨ
ト
ナ
リ
ノ
、
第

一
一
－
一
白
血
球
内
ユ
包
喰
セ
ラ
レ
タ

Y
免
疫
元
ガ
充
分
消
化
み
ご
フ

y
、
コ
ト
ナ
リ
ノ
o
A
1
淋
前
ヲ
リ
得
タ

Y
生・
実
何

ν
カ
ノ
滅
液
ト
並
ハ
ニ
腸
筆
扶

斯
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
ガ
同
時
－
一
注
射
セ

ラ
レ
タ

U

戸
時
A

果
シ
ア
如
何
ナ
Y
兎
疫
的
結
果
ヲ
来
ス
ペ
キ
カ
、
喰
菌
現
象
－
一
於
ケ
wy

「
イ
ム

ベ
ヂ
ン
L
作

用
ζ

A

菌
種
族
固
有
性
無
キ
ヨ
ト
A

既
ニ
勝
呂
春
博
士
－
一
ヨ
リ
ノ
ア
立
謹
セ
－
プ
レ
タ
Y
所
ナ
η
ノ
。
故
－
一
腸
窒
扶
斯
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
中
二
合
有
セ
一
フ

レ
タ
U
Y

免
疫
元
A

「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
ヲ
合
有
セ
ザ
Y
淋
菌
煮
沸
櫨
液
存
在
ノ
下
－
一
ア
A

同
生
路
液
即
チ
「
イ
ム
ペ
ヂ
ン
」
合
有
液
存
在
ノ
下
二
於

ケ
Y

ヨ
η
ノ
モ
ヨ
リ
旺
盛
一
一
喰
燈
セ
ラ
Y
可
キ
ノ
理
ナ
リ
ノ
。

然
レ
ド
モ
ヨ
リ
’
強
度
－
一
一
喰
陣
地
セ
ラ
レ
タ
u
y

腸
窒
扶
斯
蘭
見
疫
元
物
質
ガ
果
シ
ア
能
ク
ヨ
リ
J

強
度
－
一
消
化
管
外
消
化
ア
円
以
9
4
7
以－
7

ヨ
y
強

度
ノ
兎
疫
ヲ
費
生
セ
シ
ム

Y
ヤ
否
ヤ

A
別
個
ノ
問
題
ナ

y
。
本
報
告
－
一
於
－
Y

A
余
等
A
貫
験
結
果
－
一
徴
シ
ア
此
問
題
－
一
解
答
ヲ
輿
ア
M
Y

所
ア
ラ

ン
ト
ス
。
亦
是
レ
淋
前
ノ
生
産
ス
U
F

「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
ガ
果
シ
ア
如
何
ナ
Y
程
度
－
一
而
毛
一
般
的
ニ
兎
疫
ナ
Y

毛
ノ
ノ
後
生
ス

ルY

ヲ
ト
ヲ

m害

ス
U
Y

ノ
作
用
ア
Y

モ
ノ
ナ
Y
カ
ヲ
研
究
ス

Y
所
以
ナ

9
0

賓

験

材

料

－
、
淋
菌
生
源
液
（
N
・
F
・）

淋
菌
卵
黄
寒
天
四
十
八
時
間
培
養
基
面
ヨ

y
菌
鱒
ヲ
掻
キ
採
リ
蒸
舘
水
中
ェ
平
等
－
一

一昨
瀞
セ
シ
ム
。
〈
繭
容
量
ヲ
測
w
y

－
一
鳥
潟
数
授
ノ
沈
澱



計
－
一
－
ア
二
度
目
即
チ
一
括
中
約

0
・
0
0
一
四
粍
ナ
9
キ
。
）
此
菌
浮
瀞
液
司
／
葉
憧
氷
室
中
ニ
一
敷
日
開
放
置
シ
衣
デ
ジ
戸
ペ
w
y

シ
ュ
ミ
ッ
ト
氏

陶
土
浦
遁
器
ニ
ア
滅
過
シ
、
夏
ニ

0
・
八
五
%
ノ
割
合
－
一
食
盤
ト

0
・
五
%
ノ
割
合
－
一
石
山
灰
酸
ト
ヲ
加
へ
全
ク
無
色
透
明
ノ
液
ヲ
得
タ

y
。

二
、
煮
源
液
（
E
・
E
－二

O
）

前
記
生
掠
液
ノ
一
部
ヲ
試
験
管
内
ニ
密
封
シ
橋
氏
百
度
一
一
沸
騰
シ
ッ
、
ァ

Y

重
湯
煎
中
－
一
ア
二
十
分
間
加
熱
シ
タ
ソ
。
此
際
何
等
ノ
沈
澱

毛
掴
濁
モ
費
生
セ
ザ
η
ノ
キ
。

三
、
針
照

0
・
五
弥
富
農
酸
加
0
・
八
五
所
食
盟
水
。

以
上
一
ヨ
之
さ
一
至
Y
質
験
材
料
A

第
一
貫
験
並
一
一
第
二
貫
験
－
一
炉
、
ァ
賓
験
時
日
ヲ
異
ニ
シ
タ

Y

7
以－
Y
従
－
プ
製
造
時
日
ヲ
モ
亦
異
一
一
シ

タ
Y

毛
可
及
的
同
様
／
モ
ノ
ヲ
製
ス
ペ
ク
努
メ
タ
リ
ノ
。

回
、
免
疫
元
岡
腸
窒
扶
斯
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」

大
日
本
帝
国
政
府
停
染
病
研
究
所
ヨ
リ
諜
防
液
ト
シ
ア
後
責
セ
ラ
レ
タ

Y

モ
ノ
ニ
シ
ア
第
一
貫
験
－
一
周
ヒ
タ
Y

毛
ノ
A

昭
和
二
年
九
月
十

五
日
製
造
六
十
九
競
、
第
二
貫
験
－
一
用
ヒ
タ
w
y

モ
f

A

昭
和
二
年
五
月
七
日
製
造
六
十
三
競
ナ
リ
キ
。
雨
者
共
－
一
鳥
潟
教
授
ノ
沈
澱
計

－一ア

0
・
五
度
目
二
宅
建
セ
ザ
Y
程
ノ
極
メ
ア
微
量
ノ
菌
韓
ヲ
包
合
セ

y
。
「
ワ
ク
チ
ン
」

A

製
造
日
附
ヨ
廿
ノ
凡
－
プ
一
ヶ
月
以
内
－
一
使
用
シ
タ

リ。
五
、
凝
集
反
腰
検
査
用
腸
窒
扶
斯
菌
液

腸
窒
扶
斯
菌
二
十
四
時
間
寒
天
培
養
基
面
ヨ

y
商
法
口
ノ
ミ
ヲ
播
キ
集
メ
、

0
・
八
五
Mm食
瞳
水
中
－
一
浮
説
セ
シ
メ
、
六
十
度
三
十
分
加
熱
殺

菌
ジ
、

0
・
五
折
ノ
割
合
一
一
石
茨
酸
ヲ
加
ヘ
タ
叶
ノ
。
商
容
量
ヲ
測
Y

－
一
烏
潟
数
授
ノ
沈
澱
計
－
一
ア
第
一
貫
験
－
一
用
ヒ
タ
Y

モノ
A

了
五
度
目
印

チ
一
日
比
中
約

0
・
0
0
一
括
ナ
η
ノ
キ
。
第
二
貫
験
ニ
用
ヒ
タ
Y

毛
ノ
二
了

O
度
目
印
チ
一
一
括
中
約

0
・
0
0
一
四
括
ナ
リ
キ
。
凝
集
反
臆
用
菌

液
A

一
貫
験
ヲ
通
ジ
ア
終
始
同
一
材
料
ァ
使
用
ス
ペ
キ
ガ
震
－
二
時
ニ
多
量
ヲ
製
シ
タ
汁
ノ
。

六
、
賓
輪
動
物

第
六
巻

F『

原

箸
l.....J 

-'Ji 

凶

一
五
九

（
第
な
競

一一九九）



第
六
巻

F『

原

著
L」

卒

間

一六
O

〈
第
中川
波

一
大

O
）

鰻
重
一
九

O
O兎
内
外
f

新
鮮
健
康
ナ
Y
雄
家
兎
ア
使
用
シ
タ
7
0

集
債
0
・
0
二
以
内
ノ
毛
ノ
ノ
ミ
ヲ
使
用
セ
η
ノ。

但
シ
免
疫
元
注
射
前
血
清
ガ
凝
集
反
感
用
脂
肪
窒
扶
斯
菌
液
ζ

封
シ
凝

貫

法

家
兎
六
頭
ヲ
一
群
ト
ナ
ジ
甲
、
乙
、
丙
三
群
ヲ
準
備
シ
、
第
一
貫
駿
－
一
於
－
7
A
甲
群
ノ
内
二
頭
－
二
費
総
液
0
・
三
括
他
ノ
二
一
頭
－
二
生
協

液
0
・
三
一
語
、
残

y
ノ
二
頭

F

二
割
照
ト
シ
ア

0
・五
%
石
炭
酸
加
0
・
八
五

μ食
盟
水

0
・
三
一
括
ニ
各
々
腸
窒
扶
斯
菌
「
ヲ
ク
チ
ン
」
0
・
三
一
括
宛

ア
加
ヘ
ア
注
射
セ
7
0
乙
群
－
一
A

同
様
ノ
方
法
－
一
ア
前
記
生
・
柔
滅
液
並
－
三
割
照
各
0
・
六
括
－
一
各
々
腸
窒
扶
斯
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
三
一
死
宛
ア

加
へ
、
丙
群
－
一
－
プ
A

生
・
業
漏
液
並
一
一
割
照
各
0
・
九
沌
二
各
々
腸
窒
扶
斯
菌
「
ワ
ク
チ
ン
」
0
・
三
詑
宛
ヲ
加
へ
同
時
一
一
注
射
セ

y
。

質
験
第
二
ニ
於
，
プ
モ
亦
同
様
ノ
方
法
－
一
ヨ

y
甲
群
－
二
生
・
業
総
液
並
－
一
割
照
各
ι
P
・
O
－
三
施
、
乙
群
－
一
A

各
々

0
・
五
施
、
丙
群
日
二
各
々

0
・
七
路
ト
各
腸
窒
扶
斯
菌
「
ヲ
グ
チ
シ
」
0
・
五
耗
宛
ア
加
ヘ
ア
注
射
セ

y
。
但
ジ
第
二
貰
験
ノ
甲
群
A

家
兎
十
頭
ヨ

y
成
リ
生
・
実
各
四
頭
割

照
二
頭
ヲ
用
ヒ
タ

y
。
注
射
ノ
際
A

常
－
一
同
一
注
射
器
ヲ
用
ヒ
、
漉
液
並
－
一
「
ワ
ク
チ
ン
」
A

各
々
同
一
布
器
ヨ

y
採

y
、
耳
静
脈
ヨ
リ
唯
一
回

－
一
注
射
セ

9
0注
射
前
並
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液七四士二主十旦日里目 1刊一帯ー廿十怖術情｜＋＋＋＋＋ ＋ 一 一 一 一 一 1650 
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組R4'~ 【民榊】 1令 E 1 -ti1Z （総計錆 1 ・~40

Vakzine ¥¥" 山 dezu diesem Zwecke einerseits mit 配口l~λtivfilt1«1 t (:'.'J.F.) ei町 r Gonokokkenvakzine, anderseits mit 

elem Koktofiltrat (F.K. 201) vermischt. 2 je von 2 Kani1 hen lコ巴st《三

bazillenvakzine bzw. F.K. 20' + Typlm古bazillenvakzine’t日n dan『1die Ver~うchiebung des Aミgglutinintitcrs im Serum zu 

verfolgen・ Ueberdie Erξピbni..;seder Versuche gebe口 diefolgenckn Tλbellen Aufschluss. 

Tabelle I. 

"frstmak1 i.11持

i 竺I• ti int:tc 

…＼＂order i ___ --=:' dcr Injel,lion, <1. z. am 

In;cl,ti1巾 I I 
! 5:r. I 10:1、 i I 5・ l、＇ 20.T 

N.1Cl-Lo、u n~ je 10 70口 4.00 200 200 

N.F. o’J , 
。 300 300 2向。 150

1・.K.20’ ccm 1《、 JOOO 700 600 ! 500 

一 一 一 一 一

:t¥ ac:l J,(i,un日 je 40 1300 500 250 

N.F. o,6 :;o 700 月00 200 ! 200 

F.K. 201 ぐC111 600 600 i 300 

:\,1 Cl - Lih1111~ je （叫 1000 り00 300 

N.F. 0,9 。 900 什口0 300 

F.K. 20' ccm ‘：；o 1000 900 300 

骨 Vc.nnischtmit o.3ccm ci nじrTyr】l111'1 >.vilh n-¥":.J</ine. 



Tnbelle II. 

Agglutininti ter 

Tcstmatcri:<l持 i¥len立e
Vor der Nach der I吋ektion,u. z.日m

I吋el、tion 
5・’r. 10.T. 15.T. 20.T. 

N九Cl-I，凸sung ie 30 300 200 150 100 

?¥.F. 。’J内 55 650 650 300 :25 

F.K. 20' ccm 30 1000 800 400 250 

NaCl-Losung 1e 60 品。 ‘.）00 200 150 

N.F. 0,5 40 400 500 300 150 

F.K. 201・ 20 IOOO j 600 200 200 

NaC!-Losung Je 30 400 I 500 500 250 

XF. 20 200 300 200 90 

F.1-王 201 40 1200 JO伺 400 200 

，ιVennischt mit <',5ccm einer’l'yphusl>江，iJlen~Vakzine. 

Ergebnisse. 

1) Die N.F.-Tiere ergaben bei Tab. I u. II manchmal einen niedrigcr℃ n Agglutinintiter als die Kontroll-Ticrじ

mit NaCl-Losung. 

事者 1＇~ 【民柳】 持ト EH 1・t>+i （燃が録 1 .;.i +1) 



著書 4＜~ 【民紳】 時国 I ・tiたて （事提出室長 I -ti<) 

2) Dagegen erzeugten die F.K. 2o'-Ti e r巴 a u~nahmslos eine betrachtlich grossere Menge .・¥gglutinins als die 

N.F.-Tiere. 

3) Dユrausgeht ei1 eutig h仁：r

Immunitat gegen Gonけk《）kke1】， sonclじrnauch di《；： gegen Typhu『baχillenbehindert, cl. h. also 正lassdie Impedin-wirkug 

nichts mit cler Artspczi日zit:itder Mikroben zu tun hat. 

4) Die die Erzじugu日 clcrAn ikij 

ist 孔!so 亡inerallgピIllじincn N昌tur，鴨・ie dies t】er、：itご， I】己IBピhin仁lcrun~ der Phagozytose nachgc¥¥・ics巴n worden ist 

(Auto間 ferat).


